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五
月
か
ら
八
月
に
か
け
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
が

多
数
入
港
し
ま
し
た
。 

 

宮
崎
地
方
協
力
本
部
で
は
、
こ
の
艦
艇
の
入
港
に

際
し
入
港
支
援
及
び
艦
艇
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

日
向
市
に
ミ
サ
イ
ル
艇
「
し
ら
た
か
」
を
皮
切
り

に
輸
送
艦
「
く
に
さ
き
」
、
掃
海
艇
「
な
お
し
ま
」
、

日
南
市
に
同
じ
く
掃
海
艇
「
な
お
し
ま
」
、
宮
崎
市

に
練
習
艦
「
せ
と
ゆ
き
」
「
や
ま
ゆ
き
」
、
串
間
市

に
「
あ
お
し
ま
」
が
そ
れ
ぞ
れ
入
港
し
日
中
に
艦
艇

広
報
を
、
掃
海
艇
「
な
お
し
ま
」
は
、
油
津
港
及
び

細
島
港
で
、
日
が
落
ち
た
午
後
八
時
か
ら
電
燈
艦
飾

点
灯
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

 

日
中
、
大
勢
の
見
学
者
が
港
に
来
ら
れ
、
各
艦
艇

を
案
内
者
の
説
明
に
よ
り
じ
っ
く
り
と
見
学
を
し

て
い
ま
し
た
。 

来
艦
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
乗
員
の
生
活
は
大
変
で

し
ょ
う
が
勤
務
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
」
と
声
を
か

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

串
間
市
に
お
い
て
は
、
花
火
大
会
会
場
の
岸
壁

に
横
付
け
し
た
掃
海
艇
と
、
夜
空
に
大
き
く
開
く

花
火
と
の
絶
妙
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
市
民
は

大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
「
な
お
し
ま
」
乗
員
は
細
島
港
祭
に
招
か

れ
神
輿
を
担
ぐ
な
ど
地
域
の
方
々
と
の
親
睦
を
深

め
「
祭
り
に
参
加
し
心
に
残
る
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。
掃
海
訓
練
で
の
入
港
が
楽
し
み
で
す
。
入
港

し
上
陸
し
た
と
き
は
、
よ
り
一
層
地
域
の
方
と
の

親
睦
を
深
め
て
い
き
た
い
。
」
と
乗
員
の
方
は
話
し

て
い
ま
し
た
。 

 

 

六
月
三
日
（
土
）
第
二
四
普
通
科
連
隊
自
衛

官
候
補
生
教
育
隊
が
実
施
す
る
二
五
キ
ロ
徒
歩

行
進
訓
練
に
あ
わ
せ
て
、
宮
崎
県
西
諸
県
地
区

自
衛
隊
協
力
団
体
（
家
族
会
、
隊
友
会
、
募
集

相
談
員
会
及
び
防
衛
協
会
）
約
六
五
名
の
協
力

を
得
て
自
衛
官
候
補
生
等
約
一
九
八
名
に
対
す

る
激
励
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
熊
本
、
鹿
児
島
県
か
ら
も
自
衛
隊
協
力

団
体
等
約
一
○
名
が
激
励
に
駆
け
つ
け
ま
し

た
。 

 

激
励
会
に

お

い

て
、
自

衛
隊
協
力
団

体
を
代
表
し

て
自
衛
隊
家

族
会
高
原
地

区

会

長
（
清

水

公

雄

氏
）

が
「
前

期

教

育
の
中
で
一

番
厳
し
い
訓

練
に
な
る
と

思

い

ま

す

が
、
同
期
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
無
事
完
歩

し
て
下
さ
い
。
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
ら
れ
、

参
加
し
た
自
衛
隊
協
力
団
体
の
各
代
表
者
か
ら

慰
問
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

自
衛
官
候
補
生
を
代
表
し
て
宮
崎
市
出
身
、

根
井
友
彰
自
衛
官
候
補
生
が
「
全
員
で
完
歩
目

指
し
頑
張
っ
て
き
ま
す
。
本
日
は
慰
問
品
あ
り

が
と
う
ご
ざ

ま
し
た
。
」

と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
、

参
加
さ
れ
た

自
衛
隊
協
力

団
体
の
方
々

か
ら
、
拍
手

声

援

を

受

け
、
霧
島
演

習
場
に
向
け

え
び
の
駐
屯

地
を
出
発
し

ま
し
た
。 

二
十
五
キ
ロ
行
進
訓
練
を
激
励 

 
 

 

宮
崎
県
労
働
局
は
七
月
二
八
日
、
六
月
有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整

値
）
は
前
月
比
〇
．
○
四
ポ
イ
ン
ト
増
の
一
．
四
三
倍
で
四
ヵ
月
連
続
で

過
去
最
高
を
更
新
し
た
と
発
表
し
た
。 

 

募
集
環
境
は
更
に
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
で
自
衛
官
募
集
を
実
施
す
る
に
は
、
何
か
新

し
い
取
り
組
み
や
新
た
な
考
え
方
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。 

 

そ
こ
で
、
自
衛
官
を
募
集
す
る
こ
と
が
自
衛
隊
の
た
め
で
な
く
「
宮
崎

県
に
と
っ
て
役
立
た
な
い
か
？
」
「
若
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
は
な
い

か
？
」
と
い
う
視
点
で
考
え
て
み
た
。 

 

現
在
、
宮
崎
県
で
は
、
若
者
の
県
外
流
出
及
び
離
職
率
が
高
い
こ
と
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
中
で
も
卒
業
後
三
年
以
内
の
離
職
率
が
四
三
．
九
％
（
平
成
二
五

年
三
月
）
で
全
国
平
均
四
○
．
九
％
と
比
べ
て
高
い
状
況
に
あ
る
。 

 

 

こ
れ
は
深
刻
な
問
題
だ
。 

 

県
は
職
場
定
着
の
た
め
高
校
生
や
保
護
者
に
対
し
県
内
企
業
を
理
解
し

て
も
ら
う
施
策
は
充
実
さ
せ
て
い
る
も
の
の
、
高
校
生
が
社
会
へ
出
て
何

事
も
や
り
抜
く
力
を
つ
け
さ
せ
る
施
策
に
つ
い
て
は
十
分
と
は
い
え
な

い
。 

 

「
自
衛
官
候
補
生
」
と
い
う
自
衛
官
採
用
制
度
は
、
若
者
を
育
て
る
場

で
も
あ
る
。 

 

そ
の
採
用
制
度
を
「
職
業
訓
練
学
校
」
の
よ
う
に
捉
え
活
用
す
れ
ば
、

離
職
率
が
低
減
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

自
衛
官
候
補
生
と
し
て
採
用
さ
れ
る
と
、
自
衛
官
候
補
生
教
育
終
了
後

は
任
期
制
隊
員
と
な
り
、
任
期
満
了
時
に
は
特
例
退
職
手
当
が
支
給
（
陸

自
・
一
任
期
二
年
で
約
五
六
万
円
、
二
任
期
二
年
で
約
一
四
二
万
円
、
海

空
自
・
一
任
期
三
年
で
約
九
三
万
円
、
二
任
期
二
年
で
約
一
四
八
万
円
）

さ
れ
る
。 

 

各
種
資
格
も
取
得
で
き
、
任
期
満
了
時
に
は
自
衛
隊
勤
務
継
続
と
地
元

企
業
等
へ
の
就
職
と
の
選
択
が
可
能
で
あ
り
、
地
元
企
業
等
へ
再
就
職
す

る
場
合
は
、
宮
崎
地
本
が
就
職
支
援
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
る
（
希
望
者

に
対
す
る
再
就
職
率
一
○
○
％
） 

 

何
よ
り
、
自
衛
隊
の
勤
務
を
通
じ
培
わ
れ
る
遵
法
精
神
、
強
い
責
任

感
、
忍
耐
力
、
実
行
力
と
協
調
心
、
強
靭
な
体
力
と
技
術
の
素
養
な
ど
は

民
間
企
業
に
就
職
し
て
も
非
常
に
役
立
ち
、
そ
れ
ら
の
力
が
備
わ
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
離
職
率
低
減
が
図
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

自
衛
隊
で
鍛
え
ら
れ
た
若
者
が
宮
崎
県
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
、
宮
崎

県
や
地
元
企
業
に
と
っ
て
大
い
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
入
隊
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
資
格
の
取

得
、
心
身
の
鍛
錬
、
特
例
退
職
手
当
の
受
領
、
再
就
職
の
支
援
な
ど
若
者

に
と
っ
て
も
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
し
っ
か
り
発
信
し
て
、
自
衛
官
募
集
に
寄
与
す
る
だ

け
で
な
く
宮
崎
県
の
抱
え
る
問
題
を
解
決
し
、
宮
崎
県
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
。 
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六
月
一
七
日
、
宮
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
宮
崎
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
の

募
集
連
絡
会
議
を
実
施
す
る
と
と
も
に
同

会
の
定
期
総
会
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

募
集
連
絡
会
議
に
お
い
て
、
本
部
長
が

「
厳
し
い
募
集
環
境
の
な
か
、
特
に
自
衛

官
候
補
生
の
確
保
に
苦
戦
し
て
お
り
、
募

集
相
談
員
か
ら
の
情
報
が
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
更
な
る
連
携
を
図
り
、
入
隊
者
を

確
保
し
て
い
き
た
い
。
」
と
挨
拶
し
た
後

に
、
宮
崎
地
本
が
実
施
し
て
い
る
自
衛
官

募
集
業
務
、
就
職
援
護
業
務
、
予
備
自
衛

官
業
務
、
広
報
渉
外
の
各
業
務
の
説
明
を

実
施
し
て
募

集
相
談
員
に

対
し
て
よ
り

一

層

の

協

力
、
支

援

を

依
頼
し
ま
し

た
。 

 

そ

の

後
、

募
集
相
談
員

一
一
七
名
中

六
三
名
が
出

席
し
た
募
集

相
談
員
定
期
総

会
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
総

会
の
冒
頭
に
お

い
て
、
竹
下
会

長
か
ら
「
宮
崎

地

本

と

協

力

し
、
よ
り
多
く

の
募
集
対
象
者

の
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た

い
。
」
と
挨
拶

が
あ
り
、
議
案
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

審
議
で
は
、
二
八
年
度
事
業
報
告
及
び

二
九
年
度
事
業
計
画
等
の
各
議
案
が
承
認

さ
れ
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

 

定
期
総
会
後
に
は
、
募
集
相
談
員
会
主
催

の
意
見
交
換
会
が
実
施
さ
れ
、
宮
崎
県
隊
友

会
会
長
三
浦
氏
の
ほ
か
各
協
力
団
体
の
会

長
、
事
務
局
長
及
び
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基

地
司
令
熊
谷
空
将
補
を
は
じ
め
県
内
所
在

の
部
隊
長
を
来
賓
に
迎
え
、
募
集
相
談
員
と

部
隊
と
の
一
層
の
理
解
と
協
力
、
親
睦
を
深

め
る
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

六
月
一
八
日
、
宮
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お

い
て
平
成
二
九
年
度
宮
崎
県
隊
友
会
定
期

総
会
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

総
会
に
は
、
二
三
支
部
七
一
名
が
出
席

し
、
国
家
斉
唱
、
二
八
年
度
県
会
員
物
故
者

二
二
名
へ
の
黙
祷
に
続
き
、
会
長
挨
拶
、
平

成
二
八
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
及
び
平

成
二
九
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
に
つ
い

て
整
斉
と
審
議
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
隊
友

会
活
動
へ
の
協

力
・
支
援
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
三

二
名
（
隊
友
会
本

部
長
表
彰
四
名
、

県
隊
友
会
会
長
表

彰
二
八
名
）
に
対

し
三
浦
会
長
よ
り

表
彰
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。 

 

休
憩
後
の
防
衛

講
話
で
は
、
本
部

長
が
「
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
に

つ
い
て
」
と
題
し

て
講
話
を
実
施

す
る
と
と
も
に

「
宮
崎
県
に
お

け
る
自
衛
官
募

集
の
現
況
に
つ

い
て
」
を
説
明

し
、
隊
友
会
員
は

興
味
深
く
聴
講

し
て
い
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後

に
行
わ
れ
た
意

見

交

換

会

で

は
、
武
井
衆
議

院
議
員
、
長
峯

参
議
院
議
員
、
戸
敷
宮
崎
市
長
、
横
田
県

議
会
副
議
長
を
始
め
、
県
内
防
衛
関
係
団

体
の
長
、
県
内
部
隊
長
等
を
含
む
総
勢
八

〇
名
の
方
々
の
ご
出
席
の
も
と
盛
大
に
行

わ
れ
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
と
と

も
に
部
隊
、
地
本
及
び
自
治
体
と
の
連
携

強
化
を
図
る
な
ど
有
意
義
な
総
会
と
な
り

ま
し
た
。 

 

五
月
十
九
日
、
新
富
町
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
平
成
二
十
九
年
度
宮
崎
県
自
衛
隊
家
族
会
（
会
長 

柳
田 

晃
）
定
期
総
会
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

総
会
に
は
、
河
野

宮
崎
県
知
事
、
揖
斐

新
富
副
町
長
、
協
力

諸
団
体
の
長
、
熊
谷

第
五
航
空
団
司
令
を

始
め
、
各
地
区
会
長

及
び
会
員
の
約
一
五

○
名
が
出
席
し
ま
し

た
。 

 

始
め
に
、
国
歌
斉

唱
、
物
故
者
に
対
す

る
黙
祷
を
実
施
し
、

柳
田
会
長
が
式
辞
を

述
べ
、
引
き
続
き
来

賓
を
代
表
し
て
、
宮

崎
県
知
事
、
新
富
副

町
長
及
び
第
五
航
空

団
司
令
の
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
柳
田
会
長
は
式
辞
の

中
で
、
「
宮
崎
県
自
衛
隊
家
族
会
は
全
国
に
二
十
年
先

立
ち
活
動
を
始
め
た
。
自
衛
隊
に
対
す
る
逆
境
を
は
ね

返
し
子
弟
の
隊
員
達
が
誇
り
を
も
っ
て
勤
務
に
臨
み
充

実
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
基
盤
的
な
支
援
組
織
を
今

後
も
構
築
し
て
い
く
」
と
述
べ
士
気
高
揚
を
出
席
者
へ

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

続
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
家
族
会
活
動
へ
の
協

力
・
支
援
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
十
八
名
（
全
国
自
衛

隊
家
族
会
会
長
表
彰
二
名
、
宮
崎
県
自
衛
隊
家
族
会
会

長
表
彰
十
六
名
）
に

対
し
、
柳
田
会
長
か

ら
表
彰
状
を
手
渡
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
本
部
長

が
「
防

災
教

育
」
に

つ
い
て
防
衛
講
話
を

行
い
、
石
巻
市
の
大

川
小
学
校
や
釜
石
市

の
小
中
学
校
を
例
に

備
え
の
重
要
性
を
話

す
と
と
も
に
、
東
日

大
震
災
「
災
害
活
動

記
録
」
映
像
を
上
映

す
る
と
家
族
会
会
員

は
興
味
深
く
聴
講
し

て
い
ま
し
た
。 

 

四
月
一
六
日
（
日
）
延
岡
主
張
所
は
、
九
州
三
大
ま
つ
り
の
ひ
と
つ
で
あ
る
延
岡

大
師
ま
つ
り
の
市
中
パ
レ
ー
ド
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

市
中
パ
レ
ー
ド
は
四
二
団
体
一
七
四
○
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
お
大
師
さ
ん
の
銅
像
が
還
暦
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
多
く
の
観
衆
で
賑

わ
い
ま
し
た
。 

 

先
頭
の
パ
ジ
ェ
ロ
に
は
延
岡
商
工
会
議
所
会
頭
が
乗
車
さ
れ
二
両
目
に
は
陸
上
自

衛
隊
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
マ
モ
ル
く
ん
」
が
乗
車
し
広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

沿
道
に
集
ま
っ
た
観
衆
に
向
か
い
延
岡
出
張
所
長
が

「
名
前
は
マ
モ
ル
く
ん
、
よ
ろ
し
く
」
紹
介
す
る
と
「
マ

モ
ル
く
ん
か
っ
こ
い
い
」
「
自
衛
隊
頑
張
れ
」
「
制
服
が

か
っ
こ
い
い
」
な
ど
多
く
の
声
が
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
後
方
を
行
進
し
て
い
た
団
体
に
参
加
し
て
い
た

宮
崎
県
募
集
相
談
員
会
の
木
村
隆
次
延
岡
支
部
長
は
、
広

報
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
な
が
ら
自
衛
官
募
集
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
し
た
。 

自
衛
隊
の
部
隊
、
施
設
の
な
い
県
北
地
域
に
お
け
る
パ

レ
ー
ド
は
、
自
衛
隊
を
広
報
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 

 

九
州
三
大
ま
つ
り
「
延
岡
大
師
ま
つ
り
」
を
支
援 

宮
崎
県
防
衛
協
会 

 

五
月
二
三
日
、
新
富
町
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
平
成
二
九
年
度
宮
崎
県
防
衛
協
会
定
期
総
会
を
支

援
し
ま
し
た
。 

 

総
会
に
は
、
会
員
及
び
来
賓
者
約
一
○
○
名
が
出
席

し
ま
し
た
。 

 

開
会
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
国
家
斉
唱
、
物
故
者
に
対

す
る
黙
祷
を
行
っ
た
後
、
宮
崎
県
防
衛
協
会
会
長
で
あ

る
河
野
宮
崎
県
知
事
が
公
務
の
た
め
総
会
を
欠
席
さ
れ

た
の
で
、
協
会
副
会
長
、
村
岡
え
び
の
市
長
が
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
会
活
動
へ

の
協
力
・
支
援
に
功
績

の
あ
っ
た
支
部
・
個
人

に
対
し
会
長
表
彰
を
行

い
、
議
案
審
議
で
は
、
全
議
案
が
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
、
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
六
月
二
八
日
に
は
、
宮
崎
県
防
衛
協
会
女
性
部

会
（
会
長 

山
西
三
重
子
）
総
会
が
会
員
及
び
来
賓
者

約
一
二
○
人
が
参
加
の
も
と
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
審
議
の
ほ
か
新
田
原
基
地
司
令
の
講
話
や
会
食
懇

談
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
同
士
の
親
睦
を
図
る
絶
好
の

機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

宮
崎
県
自
衛
隊
家
族
会 

宮崎県募集相談員会 宮崎県隊友会 
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第
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航
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基
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空
士
長 

稲
村 

凌
花 

  

私
が
今
回
の
宮
崎
地
方
協
力
本
部
日
向
地
域
事
務
所
で
の
臨
時
勤
務
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
二
つ
あ

り
ま
す
。 

 

そ
れ
は
「
広
報
官
の
大
切
さ
」
と
「
協
力
団
体
の
存
在
」
で
す
。 

私
が
想
像
し
て
い
た
広
報
官
の
仕
事
と
い
う
の
は
地
域
の
高

校
に
自
衛
隊
の
仕
事
を
紹
介
し
、
入
隊
者
を
増
や
す
と
い
う

簡
単
な
認
識
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
実
際
に
勤
務
し
て
み
る
と
、
学
校
の
説
明
会
ひ

と
つ
と
っ
て
も
、
明
る
い
表
情
で
和
や
か
な
雰
囲
気
を
心
掛

け
、
生
徒
た
ち
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
質
問
し
や
す
く
す
る
と

と
も
に
、
欠
席
し
た
生
徒
に
は
先
生
方
へ
お
願
い
し
て
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
て
も
ら
う
等
、
一
人
で
も
多
く
自
衛
隊
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
様
々
な
工
夫
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

ま
た
高
校
生
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
方
々
に
も
自
衛
隊

の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
し
た
り
海
上
自
衛
隊
の
方
々
と
連
携

し
、
入
港
す
る
輸
送
艦
な
ど
を
見
学
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
仕
事
量
に
驚
く
と
同

時
に
、
広
報
官
と
い
う
存
在
が
一
般
の
人
と
自
衛
隊
を
つ
な

ぐ
か
け
橋
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
頂
け
た
こ
と
は
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

次
に
臨
時
勤
務
で
初
め
て
協
力
団
体
の
活
動
が
大
切
だ
と
学

び
ま
し
た
。 

 

広
報
官
だ
け
で
は
地
域
の
一
人
一
人
に
声
を
か
け
て
回
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
協
力
団
体
の
方
々
の

協
力
を
得
る
事
に
よ
っ
て
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る
方
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
、
行
事
の
際
に
は
た
く
さ

ん
の
方
々
に
集
ま
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
協
力
し
て
頂
い
て

い
ま
し
た
。 

 

臨
時
勤
務
に
来
な
け
れ
ば
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
協

力
団
体
と
い
う
存
在
が
自
衛
隊
の
活
動
を
後
押
し
し
て
い
る

こ
と
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
感
謝
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。 

 

ま
た
達
成
で
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

私
は
県
外
の
基
地
に
所
属
す
る
た
め
、
普
段
な
か
な
か
家

族
に
孝
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
勤
務
期
間

中
は
家
族
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
十
分
親
孝
行
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

臨
時
勤
務
で
は
数
多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
部
隊
で

は
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
経
験
を
無
駄
に
せ
ず
、
自
分
の
成
長
の
糧
に
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
家
族
や
友
人
、
同
期
、
職
場
の
方
々
、
そ

し
て
国
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
一
層
仕
事
に
精
進

し
よ
う
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
私
が
臨
時
勤
務
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と 

 

西
諸
県
地
区
の
高
等
学
校
四
校

の
学
校
説
明
会
に
、
六
月
か
ら
地

域
事
務
所
に
臨
時
勤
務
し
て
い
る

航
空
自
衛
隊
第
五
航
空
団
梅
本
一

士
を
参
加
さ
せ
、
効
果
的
な
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

本
説
明
会
は
高
校
三
年
生
を
対

象
と
し
、
所
長
か
ら
自
衛
隊
全
般

の
説
明
、
担
当
広
報
官
か
ら
募
集

ガ
イ
タ
ン
ス
を
説
明
し
た
後
、
臨

時
勤
務
者
梅
本
一
士
か
ら
「
自
衛

隊
に
入
隊
し
た
動
機
」
、
入
隊
し

た
感
想
」
、
「
将
来
の
目
標
」
に

つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
梅
本
一
士
の
話
に

耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
「
自
衛

隊
に
入
隊
し
て
よ
か
っ
た
で
す

か
？
」
等
、
質
問
も
飛
び
出
し
、

参
加
者
に
「
自
衛
隊
も
職
業
の
選

択
肢
の
一
つ
」
と
し
て
、
理
解
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

説
明
会
に
参
加
し
た
梅
本
一
士

は
「
私
の
話
を
聞
い
た
生
徒
が
自

衛
隊
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
話
を
し
ま
し

た
。
ま
た
自
衛
隊
の
入
隊
者
が

年
々
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
今

進
路
に
迷
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば

是
非
入
隊
し
て
ほ
し
い
。
」
と
一

人
で
も
多
く
の
自
衛
官
が
誕
生
す

る
よ
う
意
気
込
ん
で
い
た
。 

 
 

  

新
田
原
分
駐
所
に
臨
時
勤
務
し

て
い
る
航
空
自
衛
隊
第
三
補
給
処

藤
井
麻
衣
空
士
長
は
、
出
身
校
は

も
と
よ
り
周
辺
地
域
の
高
等
学
校

に
お
い
て
「
平
和
を
仕
事
に
す

る
」
自
衛
隊
の
魅
力
を
余
す
こ
と

な
く
発
信
し
ま
し
た
。 

 

特
に
母
校
で
あ
る
高
鍋
高
等
学

校
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
職

業
講
座
（
わ
く
わ
く
講
座
）
に
講

師
と
し
て
招
か
れ
、
一
年
生
約
二

六
〇
人
の
う
ち
自
衛
隊
に
興
味
を

示
し
て
い
る
四
二
名
に
対
し
て
、

仕
事
を
選
ん
だ
理
由
や
や
り
が

い
、
航
空
自
衛
隊
の
職
種
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。 

 

自
衛
官
を
目
指
し
た
理
由
を

「
東
日
本
大
震
災
で
自
衛
隊
が
活

躍
す
る
姿
を
見
て
、
私
も
誰
か
の

力
に
な
れ
る
仕
事
が
し
た
い
と
強

く
思
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
ま
た

や
り
が
い
に
つ
い
て
「
補
給
員
と

し
て
部
隊
運
用
に
即
応
し
た
物
的

後
方
支
援
に
よ
っ
て
自
衛
隊
の
任

務
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
表
舞
台

に
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
が
自
分

も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
誇
れ

る
仕
事
で
あ
る
」
と
力
説
し
、
生

徒
た
ち
に
仕
事
に
対
す
る
自
分
の

役
割
と
情
熱
を
熱
心
に
話
を
し
て

い
ま
し
た
。 

  

臨
時
勤
務
者
が
活
躍
中
！ 

 

七
月
二
九
日
、
日
南
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
陸
海
空
自
衛

隊
・
警
察
・
海
上
保
安
庁 

合
同
職

業
説
明
会
」
を
主
催
し
、
自
衛
官
募

集
を
広
報
し
ま
し
た
。 

 

宮
崎
県
内
で
初
め
て
の
開
催
と

な
る
公
安
系
職
種
の
合
同
職
業
説

明
会
に
、
高
校
生
と
保
護

者
等
が
参
加
、
三
機
関
が

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
を

設
け
仕
事
の
内
容
や
魅

力
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

日
南
所
長
が
自
衛
隊

の
任
務
や
、
や
り
が
い
に

つ
い
て
説
明
、
引
き
続
き

日
南
所
広
報
官
二
名
が

仕
事
内
容
や
採
用
制
度

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明

す
る
と
、
高
校
生
た
ち
は

真
剣
な
表
情
で
話
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

日
南
所
は
、
「
こ
れ
ま

で
公
安
系
の
職
を
一
度

に
紹
介
で
き
る
機
会
は

な
か
っ
た
。
今
回
の
開
催
を
通
じ
、

今
後
も
多
く
の
人
に
自
衛
隊
を
は

じ
め
公
安
系
の
職
を
知
っ
て
も
ら

う
機
会
を
関
係
機
関
と
連
携
し
宮

崎
県
内
各
地
に
広
げ
て
い
き
た

い
。
」
と
や
る
気
を
み
せ
て
い
ま
し

た
。 

 

七
月
一
三
日
、
宮
崎
市
の
Ｊ
Ａ
・

Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
一
般

財
団
法
人
自
衛
隊
援
護
協
会
福
岡

支
部
と
の
共
催
に
よ
る
平
成
二
九

年
度
第
一
回
任
期
制
隊
員
合
同
企

業
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

県
内
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
、
経
理
、
医
療
事
務
、
電
気
、

機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
な
ど
隊
員
の
希

望
に
沿
っ
た
職
種
の
企
業
四
六
社

と
陸
及
び
空
の
隊
員
五
五
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

参
加
隊
員
は
、
地
本
担
当
者
に

よ
る
実
施
要
領
の
説
明
を
受
け
た

後
、
午
前
及
び
午
後
の
二
回
に
わ

た
り
希
望
す
る
企
業
の
ブ
ー
ス
で

仕
事
内
容
や
処
遇
、
必
要
と
さ
れ

る
資
格
等
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
る
と
と
も
に
自
己
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
い
ま
し
た
。 

 

企
業
に
お
い
て
も
自
衛
隊
で
身

に
つ
け
た
規
律
や
経
験
及
び
協
調

性
は
魅
力
的
な
人
材
と
し
て
高
く

評
価
し
て
お
り
、
企
業
か
ら
も
面

談
し
た
い
隊
員
を
逆
指
名
す
る
な

ど
、
終
始
、
活
気
あ
ふ
れ
る
説
明
会

と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
今
回
は
、
高
等
学
校
関
係

者
や
県
教
育
長
、
県
雇
用
対
策
担

当
者
、
地
元
新
聞
記
者
を
招
い
て

任
期
制
隊
員
の
再
就
職
の
援
助
に

関
す
る
制
度
説
明
を
実
施
し
、
若

く
し
て
退
職
す
る
隊
員
へ
の
就
職

援
護
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
と
と
も
に
自
衛
官
候
補
生
募

集
へ
の
協
力
依
頼
も
合
わ
せ
て
行

い
ま
し
た
。 

日南において公安系合同企業説明会を初開催     任期制隊員合同企業説明会を開催 

和やかに説明を行う稲村士長 

門川高校での説明会の様子 

高校生へ想いを伝える梅本１士 

質問に答える日南所員 

多数の隊員が参加し開催 

 
 

藤井士長がはつらつと学生へ説明 

新
田
原
分
駐
所 

都
城
地
域
事
務
所 

 



 （4）第５３号                     宮崎地本だより                    平成２９年８月２１日 

 

 
 

人 

事 

往 

来 
【
転
出
者
】 

熊
本
病
院
へ 

 

陸
曹
長 

小
原 
修
三 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
総
務
課
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

八
月
一
日
付 

募
集
課
長 

 

三
等
陸
佐 

豊
田 

浩
之 

 

 
 
 
 
 
 
 

（
富
士
学
校
） 

地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
兼 

 

え
び
の
援
護
セ
ン
タ
ー
長 

 
 
 
 
 
 

（
援
護
幹
部
） 

 

三
等
陸
佐 

井
上 

英
俊 

 
 

 
 
 
 

（
西
部
方
面
航
空
隊
） 

日
向
地
域
事
務
所
長 

 

一
等
陸
尉 

中
尾 

智
仁 
 
 
 

 
 

 

（
第
一
五
旅
団
司
令
部
） 

延
岡
出
張
所
（
広
報
員
） 

 

准
陸
尉 

城
戸 

孝
栄 

 

 
 
 

（
第
四
三
普
通
科
連
隊
） 

総
務
課
（
先
任
陸
曹
） 

 

陸
曹
長 

橋
口 

修
一
郎 

 

 
 
 

（
第
二
四
普
通
科
連
隊
） 

援
護
課
（
予
備
自
衛
官
係
） 

 

陸
曹
長 

犬
童 

光
一 

 

（
第
五
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
） 

総
務
課
（
会
計
係
） 

 

一
等
陸
曹 

甲
斐 

誠
司 

 

 
 
 
 

（
西
部
方
面
会
計
隊
） 

都
城
援
護
セ
ン
タ
ー
（
援
護
係
） 

 

一
等
陸
曹 

中
別
府 

民
雄 

 

 
 
 

（
第
四
三
普
通
科
連
隊
） 

【
転
入
者
】 

 
 
 
 
 
 

以
上
八
月
一
日
付 

【
部
内
移
動
】 

延
岡
出
張
所
へ 

 

一
等
陸
曹 

安
田 

 

敦 
 
 

 
 
 
 

（
宮
崎
募
集
案
内
所
） 

日
向
地
域
事
務
所 

 

空
士
長 

 

稲
村 

凌
花 

 

 

（
第
三
航
空
団
基
地
業
務
群
） 

宮
崎
募
集
案
内
所 

 

一
等
陸
士 

湯
地 

杏
瑚 

 

（
第
五
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
） 

都
城
地
域
事
務
所 

 

陸
士
長 

 

藤
村 

美
季 

 
 

（
第
一
〇
二
高
射
直
接
支
援
大
隊
） 

日
向
地
域
事
務
所 

 

海
士
長 

 

石
黒 

敬
大 

 

 
 
 
 
 

（
護
衛
艦 

い
せ
） 

【
都
城
地
域
事
務
所
】 

 
 

二
等
陸
尉 

 

藤
村 

宏
一 

 

 
 
 
 

 
 

（
七
月
二
六
日
付
） 

 

永
年
に
わ
た
る
自
衛
隊
勤
務 

 
 

 

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

健
康
に
留
意
さ
れ 

 

ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

６．５～９．１ ６．２２～７．２１ ７．１～８．３１ 

７．１８～８．３１ 

８．１～８．３１ 

宮
崎
募
集
案
内
所
へ 

 
一
等
陸
曹 

押
川 
 

修 
 
 

 
 
 
 
 

（
本
部 

募
集
課
） 

本
部 
募
集
課
へ 

 

一
等
陸
曹 
壹
岐 

早
穂
里 

 
 

 
 
 

（
本
部 
広
報
渉
外
室
） 

 
 

 
 

 
 

以
上
五
月
一
五
日

本
部
広
報
渉
外
室
へ 

 

一
等
海
曹 

植
田 

謙
二 

 

 
 
 
 

（
日
向
地
域
事
務
所
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

六
月
一
日
付 

宮
崎
地
方
協
力
本
部
付 

 
 
 
 
 
 
 

教
養
幹
部
へ 

 

二
等
陸
佐 

池
田 

善
和 

 
 

 
 
 
 

（
本
部 

募
集
課
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

八
月
一
日
付 

宮
崎
地
方
協
力
本
部
付 

 

三
等
陸
佐 

鸙
野 

晃 
 

 

（
本
部 

援
護
セ
ン
タ
ー
長
） 

 
 
 
 
 
 
 

八
月
一
一
日
付 

 

二
等
陸
尉 

平
部 

雄 
 

 
 
 

（
本
部 

予
備
自
係
長
） 

 
 
 
 
 
 
 

八
月
一
四
日
付 

 

准
陸
尉 

宮
川 

健
司 

 

 
 

（
都
城 

援
護
セ
ン
タ
ー
） 

 
 
 
 
 
 
 

八
月
一
五
日
付 

 

昇 

任 

者 

紹 

介 

行
（
一
）
４
へ 

廣
谷 

享
典 

 
 
 
 
 
 

（
広
報
渉
外
室
） 

 

陸
曹
長
へ 

川
越 

利
明 

 
 
 
 
 
 

（
広
報
渉
外
室
） 

 

一
等
陸
曹
へ 

二
輪 

隆
宏 

 
 
 
 

（
日
南
地
域
事
務
所
） 

 

一
等
空
曹
へ 

小
玉 

 

実 

 
 
 
 

（
日
向
地
域
事
務
所
） 

 

臨
時
勤
務
者
紹
介 

新
田
原
分
駐
所 

 
 
 

空
士
長 

藤
井 

麻
衣 

 

 
 
 

（
第
三
補
給
処
保
管
部
） ６．１～８．３１ 

日
南
地
域
事
務
所 

 
 
 

空
士
長 

河
野 

 

智 
 

 
 
 
 
 

（
第
一
二
高
射
隊
） ６．１～６．３０ 

延
岡
出
張
所 

 

一
等
海
士 

甲
斐 

小
浪 

 

 
 
 

（
第
一
整
備
補
給
隊
） 

６．１～９．２９ 

小
林
地
域
事
務
所 

 

一
等
空
士 

梅
本 

浩
大 

 

 

（
第
五
航
空
団
整
備
補
給
群
） 

みやざき使用許可第280042

臨時勤務中の藤村士長（三女）より 

花束が手渡されました 

 


